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お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために

守っていただきたい事項が記載してあります。

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。

取り扱いを誤ったために生じた本製品の故障／トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらか

じめご了承ください。

■使用している表示の意味

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う

可能性が想定される内容を示しています。

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の

発生が考えられる内容を示しています。

１．安全にお使いいただくために

警告

注意
本機器の使用によって生じたあらゆる損害については、直接あるいは間接的を問わず当社は一切その責

任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
■万一、異常な臭いがしたり、過熱や煙が出る

電源コードを抜いて弊社まで連絡ください。

■本装置を分解しないでください。

内部に電圧の高い部分があり感電の危険があり

ない場合がありますのでご注意願います。

■電源コードを傷つけたり、加工しないでくだ

電源コードが傷ついていたり、破損している場

抜いて購入先または弊社までご相談ください。

■濡れた手で電源コードの抜き差しはしないで

感電の危険があります。

■使用電圧、使用温度、湿度等は取扱説明書の

定格外でご使用になられますと火災、故障の

■腐食性ガス雰囲気のなかでのご使用、保管は

火災や故障の原因となります。

■電源は必ずＡＣ１００Ｖを使用してください

交流１００Ｖ以外の電源で使用すると、火災

■不安定な場所には置かないでください。

ぐらついた台の上や傾いた所などに置くと、

■本装置の放熱ファンをふさがないでください

内部温度が上昇し、故障または寿命の低下の

■モジュラーコネクタ、ＵＳＢコネクタおよび増設

感電や故障の原因となります。

警
告
といった場合は、ただちに使用をやめ、電源を切り、

ます。 また、分解、改造された場合には修理に応じられ

さい。

合には、ただちに使用を止め、電源を切り、電源コードを

ください。

仕様一覧に記載されている定格範囲内でご使用ください。

原因となります。

しないでください。

。

や感電の原因となります。

注意
1

落ちたり倒れたりして、けがの原因となります。

。

原因となります。

ユニット接続コネクタ等に異物を挿入しないでください。
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アナログ回線と既設のＰＢＸ・主装置間に挿入設置する必要がありますので、モジュラーローゼットの取り付

け工事を行ってください。

●ＰＢＸ・主装置がナンバーディスプレイ対応の場合には、ＭＸ－６０００のパラメータを変更願います。

動作モード＝「アダプターモード」→「スルーモニターモード」

※ダイヤルインをご契約の場合は必ずスルーモニターモードとしてください。

●ＰＢＸ・主装置のＬ１／Ｌ２は、工事前と同一極性となるようお願い致します。

●局線への接続では、Ｌ１／Ｌ２の極性を考慮する必要は有りません。

ＭＸ－６０００電源投入時に自動検出となります。（出荷時設定の場合）

●ＭＸ－６０００電源投入後、回線ボードの前面ＬＥＤが「緑点灯」となりましたら正常です。

２．アナログ局線ボード/ＢＦ接続（WBD663）

【注意】モジュラーケーブル接続時には、「局線」「端末」が逆にならないよう十分に注意してください。

故障の原因となります。

アナログ回線を「局線」端子に、ＰＢＸ

/主装置を「端末Ａ」端子にモジュラーケー

ブルにて接続します。

※モジュラーケーブルはストレートをご

使用願います。

※標準出荷では「端末Ｂ」を使用する事は

できません。

●ＭＸ－６０００とＰＢＸ・主装置とのアースは必ずしも

接続する必要は有りませんが、設置後の接続が容易となる

様に工事の段階から配慮願います。

●ＭＸ－６０００を取り外す場合

ＭＸ－６０００を取り外す場合には、モジュラーロ

ーゼットの局側とＰＢＸ・主装置間をモジュラーケー

ブルで直結にします。

設置時に、本接続にて正常に発信・着信出来ること

を確認してください。

●接続工事はＭＸ－６０００電源断状態で行い、電源断状態でＰＢＸ・主

装置が正常に動作する事を確認してください。

ＭＸ－６０００電源断状態では、モジュラージャック「局線」と「端末」

の同一端子間が直結となります。

アース端子

ＰＢＸ・主装置

アース端子
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ＩＮＳ６４ＳＴＵボード/ＢＦ（WBD667）は、ＩＮＳネット６４のＵ点インターフェースと、Ｓ/Ｔ点インタ

ーフェースを有していますが、下記ご注意願います。

●同一ボード内でＵ点接続とＳ/Ｔ点接続を同時に使用する事は出来ません。

●局側をＵ点、端末側はＳ/Ｔ点といったＤＳＵ的な接続は出来ません。

●Ｕ点ジャック、Ｓ/Ｔ点ジャックのどちらに回線が接続されているかは自動認識となります。

＊特別な設定スイッチはありません。

ＩＮＳ６４ＳＴボード/ＢＦ（WBD665）には、Ｕ点接続用のジャックが搭載されていません。

本書ではＩＮＳ６４ＳＴＵボード/ＢＦ（WBD667）について説明いたします。

３‐１．Ｕ点接続

ＩＮＳ６４Ｕ点接続では、ＰＢＸ・主装置とＩＮＳ６４回線との間に挿入設置する必要がありますので、モジ

ュラーローゼットの取り付け工事を行ってください。

●ＰＢＸ・主装置への接続は、ＭＸ－６０００の電源断状態で行ってください。

ＭＸ－６０００電源断状態では、モジュラージャックの「局線」と「端末」が直結状態となります。

※接続完了後、電源断状態のまま発信・着信が正常に動作する事を確認してください。

●「局線」への接続では、L1/L2極性を考慮する必要は有りません。

ＭＸ－６０００電源投入時に自動検出となります。

●ＭＸ－６０００とＰＢＸ・主装置の回線アースを接続

してください。

●ＭＸ－６０００電源投入後、回線ボードの前面ＬＥＤが

「緑点灯」となりましたら正常です。

■ＭＸ－６０００を取り外す場合

ＭＸ－６０００を取り外す場合には、モジュラー

ローゼットの局側とＰＢＸ・主装置間をモジュラー

ケーブルで直結にします。

設置時に、本接続にて正常に発信・着信出来ること

を確認してください。

３３．．ＩＮＳ６４ＳＴＵボード/ＢＦ(WBD667)／ＩＮＳ６４ＳＴボード/BF(WBD665) 接続

ＩＮＳ６４回線を「局線」端子に、

ＤＳＵ内蔵ＰＢＸ・主装置を「端末」

端子に接続します。

※モジュラーローゼットとの接続

は、ストレートケーブルをご使用願

います。

【注意】モジュラーケーブル接続時には、「局線」「端末」が逆にならないよう十分に注意してください。

故障の原因となります。

アース端子

ＰＢＸ・主装置

アース端子
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３‐２．Ｓ/Ｔ点接続

接続工事はＭＸ－６０００の電源断状態で行い、電源断状態でＰＢＸ・主装置が正常に動作する事を確認して

ください。 電源断時は「ＤＳＵ」－「端末」端子間が直結となります。

接続完了後、ＭＸ－６０００電源投入において回線ボード前面ＬＥＤが「緑点灯」となりましたら正常です。

（１）挿入設置

ＭＸ－６０００の動作モード設定が「擬似スルーモード」の場合は、挿入設置とする必要があります。

※スルーモニターモードの場合は、挿入設置、バス接続のどちらも可能です。

①ＤＳＵのＳ/Ｔ端子に接続

ＤＳＵのＳ/Ｔ端子とＭＸ－６０００の

「ＤＳＵ」端子、ＰＢＸ・主装置と「端

末」端子をＩＳＤＮケーブルで接続してくだ

さい。

※ＤＳＵ、端末端子共に８ピンモジュラー

ジャック（ＲＪ４５）です。

※※ＩＳＤＮケーブルは８極８(４)芯ストレート

ケーブルを使用してください。

※接続ケーブルにＬＡＮケーブル（カテゴリ５：100BASE-TX、ストレート結線）を使用される場合は、必

ず「ＩＮＳ６４対応品」をご使用願います。 ＊ケーブル長にご注意願います。

②ＤＳＵで無い場合

ＶｏＩＰアダプター等のＳ/Ｔ端子に接続

する場合で、端子がＲＪ４５で無い場合

にはモジュラーローゼットを設置し、ロ

ーゼットとＭＸ－６０００間をＩＳＤＮケーブ

ルで接続してください。

（２）バス接続

ＭＸ－６０００の動作モード設定が「スルーモニターモード」の場合はバス接続が可能です。

①ＤＳＵのＳ/Ｔ端子に接続

ＮＴＴ製ＤＳＵ等でＳ/Ｔ端子が２つ

有る場合には、片方をＩＳＤＮケーブルで

ＭＸ－６０００「ＤＳＵ」端子に接続し

てください。

Ｓ/Ｔ端子が１つのＤＳＵの場合には、

分岐用コネクタ（BMJ-8等）を使用して

ください。

②ＤＳＵで無い場合

ＶｏＩＰアダプター等への接続でＳ/Ｔ端

子がＲＪ４５で無い場合には、モジュラ

ーローゼットを設置し、ＩＳＤＮケーブ

ルにて「ＤＳＵ」端子に接続してください。
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■端子配置

ＩＮＳ６４Ｓ/Ｔ点接続の８極モジュラージャック（ＲＪ４５）のピン配置は以下となっています。

端子番号 機 能 ＤＳＵ端子名

３ 送信＋ ＴＡ

４ 受信＋ ＲＡ

５ 受信－ ＲＢ

６ 送信－ ＴＢ

●接続ケーブルはツィスト線をご使用願います。（モジュラーピン番３と６、４と５のペア線）

＊接続ケーブルは添付されていません。お客様にてご準備願います。

■終端設定

終端設定は、設置構成により異なります。

Ｓ/Ｔ点接続においては、ＤＳＵから一番離れた機器の終端を

ＯＮにします。

＊ＭＸ－６０００動作モードが擬似スルーモード/自動応答モード

の場合は、設定内容にかかわらず自動で終端ＯＮとなります。

（ＭＸ－６０００電源断の時に本設定が有効となります。）

＊旧 INS64ST/U ボード[WBD657]とは仕様が異なりますので

ご注意願います。

■アース接続

ＭＸ－６０００とＰＢＸ・主装置とのアースは必ずしも接続

する必要は有りませんが、設置後の接続が容易となる様に工事

の段階から配慮願います。

動作モードが「擬似スルーモード」の場合は、アース接続して

ください。

3
6
4
5

3
6
4
5

RJ45 RJ45 

＊スイッチＯＮが終端ＯＮとなります。

＊終端ＯＮとする場合は、各回線単位で

２個のスイッチ共にＯＮしてください。

1 2 3 4

１２

終端ＳＷ

ON

回線2 回線1

アース端子

ＰＢＸ・主装置

アース端子

3

4

5

6
TA (L4)

TB (L3)

RA (L2)

RB (L1)

ＭＸ－６０００「端末」端子へ ※挿入設置の場合

Netcommunity OG800Xi

TA

TB

RA

RB

8

1

3

4

5

6

TA

TB

RA

RB
3
4

5

6

1

8

TB
RB

RA

TA

ＲＪ４５
ＭＸ－６０００「ＤＳＵ」端子へ

クィックコネクタ

８極８芯ストレートケーブル

1 4

3
4

5

6

1

8

TB
RB

RA

TA

ＰＢＸ／主装置へ

【接続例】

ひかり電話用ＶｏＩＰアダプターＯＧシリーズとの

接続は下図を参照願います。

※ＶＧシリーズも同様となります。

モジュラーローゼット（MJ-8S / NMJ-8等）

ＭＸ－６０００回線表示
●赤(0.9秒)／/緑(0.1秒)点滅
スルーモニターで端末動作使用する＝ＯＦＦ 設定において
TA/TBとRA/RBが逆接続（クロス）であることを表します。
（端末動作使用する＝ＯＮの時は赤点灯となります）

●赤(0.2秒)／/緑(0.8秒)点滅
擬似スルーモードで端末動作使用する＝ＯＮ 設定において
MX-6000とＰＢＸとの同期が成立していないことを表します。
（端末動作使用する＝ＯＦＦの時は赤点灯となります）
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既設のＰＢＸ－ＤＳＵ間への挿入設置、または分岐接続が可能です。

＊接続形態はＣＴＩアプリケーションの仕様に依存しますので、システム販売会社様にご確認願います。

６‐１．挿入設置

ＭＸ－６０００が回線制御を行うシステムでは挿入設置が必須となります。

●接続工事はＭＸ－６０００電源断状態で行ってください。

電源断状態では、モジュラージャック「局（ＤＳＵ）」と「端末」の同一端子間が直結となります。

接続完了後、電源断状態のまま発信・着信が正常に動作する事を確認してください。

●接続ケーブルはツィスト線をご使用願います。（モジュラーピン番１と２、４と５のペア線）

＊接続ケーブルは添付されていません。お客様にてご準備願います。

●ケーブル長は局(ＤＳＵ)側、端末側いずれも２００ｍ以内としてください。

●ＭＸ－６０００電源投入後、別売りのＩＮＳ１５００回線モニターにて回線品質を確認してください。

■端子配置

ﾋﾟﾝ番号 名称 ＭＸ－６０００局側モジュラー ＭＸ－６０００端末側モジュラー

１ ＲＡ 局(DSU)から受信 端末へ送信

２ ＲＢ 〃 〃

４ ＴＡ 局(DSU)へ送信 端末から受信

５ ＴＢ 〃 〃

※接続ケーブルはツィスト線をご使用願います。（モジュラーピン番１と２、４と５のペア線）

６６．．ＩＩＮＮＳＳ１１５５００００ボボーードド接続（WBD659）

ピン配列

●ＭＸ－６０００とＰＢＸ・主装置との

アースは必ずしも接続する必要は有りま

せんが、設置後の接続が容易となる様に

工事の段階から配慮願います。

●ＭＸ－６０００を取り外す場合、容易

にＤＳＵ-ＰＢＸが接続できるよう考慮

願います。

1
2
4
5

1
2
4
5

RJ48 RJ48 

※一般的にはＭＸ－６０００とＤＳＵとの接続は、

ストレートケーブルを使用します。

ブ
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６‐２．分岐接続

番号情報（発信者番号、ダイヤルイン番号等）、通信情報（通話開始・終了等）の取得、および通話録音機

能のみをご利用の場合には分岐接続が可能です。（挿入設置でも動作します）

下図では、ＩＳＤＮ対応２分岐コネクタ「ＢＭＪ－８」を使用し分岐しています。

ＭＸ－６０００への分岐ケーブルは概ね「２ｍ以下」としてください。

■ＩＮＳ１５００回線モニター（オプション）

ＩＮＳ１５０００ボードに接続し、各ＣＨの使用状態、局・端末側の回線品質、Ｄｃｈ状態およびエラー

詳細表示を行います。

ＩＮＳ１５００回線モニターからのケーブルコネクタをＩＮＳ１５００ボード背面の「ＬＣＤモニタ」コ

ネクタに接続します。

ケーブル側コネクタの▲マーク位置を合わせて、両サイドのロックレバーがロックされる位置まで押し込

んでください。

外す時は、両サイドのレバーを摘んで先端のロックが開いた状態で引き抜いてください。

※詳細はＩＮＳ１５００回線モニター付属の説明書を参照願います。

液晶コントラスト調整ボリューム

液晶表示

1
2
4
5

1
2
4
5

RJ48 RJ45 
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アナログ内線ボードの「ＴＥＬ端子」と一般アナログ電話機またはＰＢＸ・主装置とを６極２芯モジュラーケー

ブルで接続します。

■ピン配置

Ｌ１ Ｌ２

待機中 接地 －４８Ｖ

着信（極反） －４８Ｖ 接地

■バックアップ接続

アナログ内線ボードは通常局線ボードとセットで使用します。

運用中は内部転送ラインにて通話を行いますが、ＭＸ－６０００電源断とした場合には転送ラインが機能

しませんので、外部にて通話ラインを確保する必要があります。

ＭＸ－６０００電源断時には「ＯＦＴＨ端子」と「ＴＥＬ端子」の同一ピンどうしが直結となります。

ＩＮＳ６４の場合は、バックアップ機を使用し通話ラインを確保します。

※バックアップ機 ：ＩＮＳ６４－アナログ変換可能な機器で、ＭＸ－６０００またはＴＡ等を使用します。

７７．．アアナナロロググ内内線線ボボーードド接続（WBD664）

①アナログ端末機器を「ＴＥＬ」端子に

６極モジュラーケーブルで接続します。

※ＰＢＸ・主装置に接続する場合はモジ

ュラーローゼットを取り付けてくださ

い。

アース端子

ＰＢＸ・主装置

アース端子

②ＰＢＸ・主装置に接続する場合は、内線ボー

ドが実装されている本体ユニットまたは増設ユ

ニットのアース端子と、ＰＢＸ・主装置のアー

ス端子（回線アース）を接続してください。



①増設するユニットを設置後、「ユニット間接続ケーブル」をＥＸＴ１またはＥＸＴ２のコネクターに接続し

てください。

接続するコネクターは、「ＥＸＴ１－ＥＸＴ１」「ＥＸＴ２－ＥＸＴ２」「ＥＸＴ１－ＥＸＴ２」のどのコネ

クターに接続しても動作に影響有りません。

②

③

８８．．ユユニニッットト間間接接続続
【注意】 ユニット増設する場合は、必ずユニットの電源を切って作業してください。
9

空いているコネクターに、ターミネータを接続してください。

＊ユニット間接続ケーブル（２５ｃｍ）およびターミネータは別売りとなっています。

＊本体ユニットのみで運用される場合には、ターミネータは必要ありません。

※別売りの「増設ユニット連結プレート」を使用する事により、ユニット間を固定する事が出来ます。

電源は増設ユニットを先にＯＮにし、後から本体ユニットの電源をＯＮしてください。

電源をオフする場合は、本体ユニットを先にオフしてください。

【注意】 ターミネータは、必ず２個取り付けてください。

片方だけ、またはターミネータ無しの状態では誤動作の原因となります。

【注意】 不安定な場所には置かないでください。

ぐらついた台の上や傾いた所などに置くと、落ちたり倒れたりして、けがの原因となりま

す。

②

①
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接続工事完了後、ＭＸ－６０００電源ＯＮにより、前面パネルの状態表示ＬＥＤが待機状態（緑点灯）となる

事を確認してください。

他の表示となる場合には、配線を再度ご確認後、弊社までお問い合わせ願います。

■アナログ・ＩＮＳ６４の場合

LED名称 色 意 味

アナログ局線ボード アナログ内線ボード ＩＮＳ６４ﾎﾞｰﾄﾞ(S/T,U)

赤点灯 回線不良または回線未接
続であることを表します。

回線アラーム(地絡)または
オフラインであることを
表します。

ＤＳＵまたは後位端末が接
続されておらずＤＳＵ－端
末間の同期が確立していな
い事を表します。

赤緑
交互点滅

－ － 局からの信号は検出でき
ているが、端末からの信号
が検出できていない事を
表します。

緑点灯 待機中である事を表しま
す。

待機中である事を表しま
す。

待機中である事を表しま
す。

緑点滅 － － Ｐ－Ｐ回線において「端末
動作を使用する」設定とな
っている事を表します。
（TEI取得失敗）

橙点滅 着信または発信における
呼出し中あることを表し
ます。

端末機器からの発信ダイ
ヤル受付中または、端末機
器への呼出し中であるこ
とを表します。

着信または発信における
呼出し中あることを表し
ます。

橙点灯 後位端末が発着信におい
て通話中または本機が自
動応答中である事を表し
ます。

端末機器使用中である事
を表します。

後位端末が発着信におい
て通話中または本機が自
動応答中である事を表し
ます。

１～４

赤点滅 初期化中の通話状態であ
る事を表します。

内線ＣＨが使用しない設
定になっている事を表し
ます。

－

＊電源投入後の初期化中のＬＥＤは緑点滅となりますが、アナログ回線において初期化中に着信検出（Ｉ

Ｒ）となった場合は「橙点滅」、通話状態は「赤点滅」となります。

回線未使用となった時点で再度、初期化処理（緑点滅）を実行します。

＊ＩＮＳ６４回線では、初期化中の着信検出および通話検出は有りません。

９９．．状状態態表表示示ＬＬＥＥＤＤ

状態表示LED
●アナログ、ＩＮＳ６４は、回線単位ま

たはＣＨ単位での表示で「緑点灯」が正

常待機状態となります。

●ＩＮＳ１５００はＬＥＤ１が局線側、

ＬＥＤ２が端末側の接続状態を表し、

「緑点灯」が正常待機となります。

ＬＥＤ３は、Ｄｃｈ検出状態を表し、Ｄ

ｃｈ検出した場合に青点灯となります。
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■ＩＮＳ１５００の場合

LED 内容 色 状態 意 味

赤点灯 ＤＳＵが接続されていないことを表します。

橙点灯 何らかの信号は検出しているが同期確立していない、または警告信号
を検出した事を表します。
※詳細は、オプションの「INS1500回線モニター」に表示されます。

１ 局(ＤＳＵ)の
電気的状態
（レイヤ１）

緑点灯 ○ 正常に動作している事を表します。

赤点灯 端末が接続されていない、または電源オフであることを表します。

橙点灯 何らかの信号は検出しているが同期確立していない、または警告信号
を検出した事を表します。
※詳細は、オプションの「INS1500回線モニター」に表示されます。

緑点灯 ○ 正常に動作している事を表します。

２ 端末の
電気的状態
（レイヤ１）

緑点滅 ※１ 後位端末は未接続または正常動作していないが、本機が自端末動作
（IVR等）設定されている事を表します。

消灯 接続回線のＤch が未検出である事を表します。

青点灯 ○ 接続回線でＤch 検出された事を表します。

３ Ｄｃｈ検出・
認識状態

青点滅 接続回線はＤch検出されているが、Ｄch共用拡張ケーブルが接続され
ている相手回線もＤch を検出している事を表します。
＊Ｄch 共用拡張ケーブルを外してください。

消灯 レイヤ２データリンクが確立していない事を表します。
確立すれば以下のいずれかの状態になります。

緑点灯 ○ 接続回線のＢch は全て空き状態です。

橙点滅 ○ 接続回線のＢch を使用した[呼出中]の呼が存在します。

橙点灯 ○ 接続回線のＢch を使用した[通話中]の呼が存在します。(優先)

４ 通話状態
(レイヤ２,３)

赤点滅 エラーを検出した事を表します。
エラー検出時、回線はオフライン（局と端末直結状態）となります。

※詳細は、オプションの「INS1500回線モニター」に表示されます。

緑(青) ○１
～
４

ボード初期
状態

赤

電源投入直後はＬＥＤ１→２→３→４→１・・と順番に点滅します。
この段階では回線はオフライン（局と端末直結状態）となっています。
緑(青)の点滅は正常ですので、直ぐに他の状態に変わります。
＊赤（LED3は点灯しません）の点滅はハード異常です。
弊社まで連絡願います。

○正常状態である事を表します。

※１．後位端末（ＰＢＸ等）を接続しない動作環境を前提としたシステムの場合は問題ありません。
※２．Ｄch 共用時で自回線はＤch なし（２４Ｂ構成）のときは正常です。

株式会社ウィンテック
〒761-0301 香川県高松市林町２３０番地６ 極東ビル２Ｆ

TEL  087(869)3081 
FAX  087(869)3082 
URL    http://www.k-wintec.co.jp 
E-mail info@k-wintec.co.jp 
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